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(57)【要約】
【課題】時間内歩行試験にかかる手間を軽減でき、かつ
、歩行と関連付けて呼吸リハビリテーションの効果確認
をより分かり易く表示できる、歩行試験システム及び通
信端末を提供すること。
【解決手段】パルスオキシメータ１００によって、Ｓｐ
Ｏ２及び脈拍に加えて歩行量を測定し、タブレット端末
２００によって、ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を受
信し、検査期間内におけるＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の
履歴を、同一グラフ上に表示するようにしたことにより
、時間内歩行試験にかかる手間を軽減でき、かつ、歩行
と関連付けて呼吸リハビリテーションの効果確認をより
分かり易く表示できるようになる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者のＳｐＯ２を測定するＳｐＯ２測定部と、
　前記被検者の脈拍を測定する脈拍測定部と、
　前記被検者の歩行量を測定する歩行量測定部と、
　測定された前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示する表示部と
、
　を具備する歩行試験システム。
【請求項２】
　前記表示部は、さらに、検査期間内における前記ＳｐＯ２の最小値、前記脈拍の最大値
及び前記歩行量をパラメータとして含む、レーダーチャートを表示する、
　請求項１に記載の歩行試験システム。
【請求項３】
　前記表示部は、さらに、前記同一グラフ上に、ボルグスケールの履歴を表示する、
　請求項１に記載の歩行試験システム。
【請求項４】
　前記ボルグスケールの履歴は、前記同一グラフ上の、ボルグスケールの値に対応する位
置に、ボルグスケールの値を示す数字とともに表示される、
　請求項３に記載の歩行試験システム。
【請求項５】
　前記表示部は、歩行試験の準備段階において、前記歩行量測定部によって測定された歩
数の検出タイミングを表す波形を表示する、
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の歩行試験システム。
【請求項６】
　前記歩行試験システムは、生体情報測定装置と、通信端末と、を有し、
　前記生体情報測定装置は、前記ＳｐＯ２測定部、脈拍測定部及び歩行量測定部と、前記
ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を無線送信する送信部と、を含み、
　前記通信端末は、前記生体情報測定装置から前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を受
信する受信部と、前記表示部と、を含む、
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の歩行試験システム。
【請求項７】
　前記通信端末は、検査期間内における前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴が同一グラ
フ上に表示された歩行試験レポートを作成する、
　請求項６に記載の歩行試験システム。
【請求項８】
　前記通信端末は、さらに、検査期間内における前記ＳｐＯ２の最小値、前記脈拍の最大
値及び前記歩行量をパラメータとして含む、レーダーチャートが表示された歩行試験レポ
ートを作成する、
　請求項７に記載の歩行試験システム。
【請求項９】
　前記通信端末は、検査期間内においてボルグスケール選択画面を表示し、このボルグス
ケール選択画面を用いてユーザによって選択されたボルグスケールを検査期間内に入力し
て記録する機能を有する、
　請求項６から請求項８のいずれか一項に記載の歩行試験システム。
【請求項１０】
　ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を受信する受信部と、
　検査期間内における前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示する
表示部と、
　を具備する通信端末。
【請求項１１】
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　前記表示部は、さらに、検査期間内における前記ＳｐＯ２の最小値、前記脈拍の最大値
及び前記歩行量をパラメータとして含む、レーダーチャートを表示する、
　請求項１０に記載の通信端末。
【請求項１２】
　前記表示部は、さらに、前記同一グラフ上に、ボルグスケールの履歴を表示する、
　請求項１０に記載の通信端末。
【請求項１３】
　前記表示部は、前記ボルグスケールの履歴を、前記同一グラフ上の、ボルグスケールの
値に対応する位置に、ボルグスケールの値を示す数字とともに表示する、
　請求項１２に記載の通信端末。
【請求項１４】
　前記表示部に、検査期間内においてボルグスケール選択画面を表示し、このボルグスケ
ール選択画面を用いてユーザによって選択されたボルグスケールを検査期間内に入力して
記録する機能を有する、
　請求項１０から請求項１３のいずれか一項に記載の通信端末。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば呼吸リハビリテーションの効果確認テストに用いられる、歩行試験シ
ステム及び通信端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　呼吸リハビリテーションの効果を確認するテストとして、時間内歩行試験及びシャトル
ウォーキングテストなどがある。
【０００３】
　時間内歩行試験は、被検者に例えば３０ｍの距離を一定時間に可能な限り往復歩行させ
、このときの、歩行距離、ボルグスケール（最大呼吸困難感又は主観的運動強度と呼ばれ
る、被検者の息苦しさの指標）、ＳｐＯ２（動脈血酸素飽和度）、脈拍を測定する。時間
内歩行試験では、途中息切れのために立ち止まることや、壁にもたれて休むことなどは許
される。
【０００４】
　シャトルウォーキングテストは、被検者に、例えば１０ｍのコースの両端に置かれたコ
ーンの間を往復歩行させる。被検者は、スピーカから出力される発信音に合わせて歩行す
る。この発信音の間隔は、歩行スピードが例えば１０ｍ／ｍｉｎずつ増加するように、１
分毎に短くされる。このときの、歩行距離、ボルグスケール、ＳｐＯ２、脈拍を測定する
。シャトルウォーキングテストは、被検者がペースについていけなくなったときや、呼吸
困難などの臨床症状が出現したときに中止される。なお、コーンの間隔や、歩行スピード
の変化量、変化間隔は、これに限らず適宜変更される。
【０００５】
　このような呼吸リハビリテーションの効果確認テストに、パルスオキシメータが用いら
れる。パルスオキシメータは、被検者の所定の生体部位に装着され、当該生体部位に向け
て光を出力し、生体部位を透過又は反射した光の光量変化をパルス信号として測定するこ
とで、ＳｐＯ２を求める。また、パルスオキシメータは、一般に、ＳｐＯ２に加えて、脈
拍も測定できるようになっている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２８９４６２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、呼吸リハビリテーションの効果を確認するための上記歩行試験の試験項目の
うち、ＳｐＯ２及び脈拍はパルスオキシメータによって測定されるが、ボルグスケール及
び歩行距離（又は歩行数）は看護師などの検査員が目視によって測定してメモ用紙などに
手書きで記録する必要がある。
【０００８】
　そして、歩行試験レポートの作成は、歩行試験終了後に、パルスオキシメータに保存さ
れた測定データをパソコンなどに取り込み、パソコンが所定のアプリケーションソフトを
実行し、ＳｐＯ２及び脈拍のトレンドグラフを作成することで行われる。また、歩行試験
レポートの作成は、検査員によって手書きで記録された、ボルグスケール及び歩行距離な
どを、手作業でパソコンに入力することで、上記ＳｐＯ２及び脈拍などのトレンドグラフ
と同一レポート内に組み込まれることで行われる。
【０００９】
　このように、呼吸リハビリテーションの効果を確認するための歩行試験を行うにあたっ
ては、検査員は、ボルグスケール及び歩行距離（又は歩行数）を測定する作業と、それを
パソコンに入力する作業が必要となり、非常に手間がかかるといった欠点があった。
【００１０】
　また、歩行試験レポートは実質的にパソコンが所定のアプリケーションソフトを実行す
ることによって作成されるが、従来の歩行試験レポートは呼吸リハビリテーションの効果
を確認する上で、未だ不十分なものである。例えば、時間内歩行試験では、歩行中に被検
者が息苦しくなり歩行ができなることがしばしばあったが、従来はそのことがレポートに
記録されず又はレポートから容易に見て取ることは困難であった。
【００１１】
　本発明は、以上の点を考慮してなされたものであり、時間内歩行試験にかかる手間を軽
減でき、かつ、歩行と関連付けて呼吸リハビリテーションの効果確認をより分かり易く表
示できる、歩行試験システム及び通信端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の歩行試験システムの一つの態様は、
　被検者のＳｐＯ２を測定するＳｐＯ２測定部と、
　前記被検者の脈拍を測定する脈拍測定部と、
　前記被検者の歩行量を測定する歩行量測定部と、
　測定された前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示する表示部と
、
　を具備する。
【００１３】
　本発明の通信端末の一つの態様は、
　ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を受信する受信部と、
　検査期間内における前記ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示する
表示部と、
　を具備する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、歩行量測定部を有するので、時間内歩行試験にかかる手間を軽減でき
る。また、検査期間内におけるＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示
するので、歩行と、ＳｐＯ２、脈拍との関係を分かり易く表示でき、歩行と関連付けて呼
吸リハビリテーションの効果確認をより分かり易く表示できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】実施の形態に係る歩行試験システムの全体構成を示す概略図
【図２】パルスオキシメータの要部構成を示すブロック図
【図３】メニュー画面を示す図
【図４】入力画面を示す図
【図５】準備画面を示す図
【図６】安静時画面を示す図
【図７】テスト中画面を示す図
【図８】リカバリー画面を示す図
【図９】ボルグスケール選択画面を示す図
【図１０】画像入力画面を示す図
【図１１】測定結果画面のうち、測定履歴表示画面を示す図
【図１２】測定結果画面のうち、比較画面を示す図
【図１３】一覧表画面を示す図
【図１４】レポート画面のうち、測定履歴レポート画面を示す図
【図１５】レポート画面のうち、比較レポート画面を示す図
【図１６】時間内歩行試験レポート（測定履歴レポート）のプレビュー画面を示す図
【図１７】時間内歩行試験レポート（比較レポート）のプレビュー画面を示す図
【図１８】血圧一覧画面を示す図
【図１９】被検者画像画面を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
　＜全体構成＞
　図１は、本発明の実施の形態に係る歩行試験システムの全体構成を示す概略図である。
歩行試験システム１は、パルスオキシメータ１００と、タブレット端末２００とから構成
されている。パルスオキシメータ１００とタブレット端末２００は、互いに無線通信可能
な機能を有する。本実施の形態の場合には、パルスオキシメータ１００とタブレット端末
２００はBluetooth（登録商標）規格に準拠した近距離通信が可能とされている。パルス
オキシメータ１００は、測定データを無線によりタブレット端末２００に送信する。タブ
レット端末２００は、パルスオキシメータ１００から受信した測定データを収集して測定
結果を表示するとともに、歩行試験レポートを作成する。
【００１８】
　パルスオキシメータ１００は、本体部１１０と、プローブ部１２０とを有する。本体部
１１０とプローブ部１２０とはケーブル１３０を介して接続されている。本体部１１０は
図示しないベルトを用いて被検者の手首付近に装着可能とされており、プローブ部１２０
は被検者の指に装着可能とされている。
【００１９】
　図２は、パルスオキシメータ１００の要部構成を示すブロック図である。パルスオキシ
メータ１００のプローブ部１２０には、発光部１２１及び受光部１２２が設けられている
。発光部１２１は、動脈血酸素飽和度の変化に対する感度が高い赤色光（例えば、波長６
６０［ｎｍ］）で発光する第１の発光ダイオードと、動脈血酸素飽和度による影響が少な
い赤外光（例えば、波長９４０［ｎｍ］）で発光する第２の発光ダイオードと、から構成
されている。受光部１２２は、フォトダイオードにより構成されており、指を透過した発
光部１２１の光を検出する。なお、受光部１２２を、指からの光の透過経路ではなく、指
からの光の反射経路に配置し、受光部１２２によって指からの反射光を検出するようにし
てもよい。
【００２０】
　本体部１１０は、プローブ部１２０によって得られた検出光に基づいて、被検者のＳｐ
Ｏ２及び脈拍を求める。具体的に説明する。発光回路１１１は、発光部１２１の第１の発
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光ダイオード及び第２の発光ダイオードを所定の間隔で交互に発光させる。そのときの指
からの透過光又は反射光が受光部１２２によって検出され、光電変換されて受光回路１１
２に入力される。受光回路１１２は、プローブ部１２０の受光部１２２から入力された電
流信号を電圧信号に変換する。また、受光回路１１２は、変換した電圧信号を、上述した
赤色光及び赤外光の波長に対応する各成分に分離して２つの観測信号を復調する。また、
受光回路１１２は、復調した観測信号に対して増幅やアナログディジタル変換などの処理
を施し、処理後の観測信号をＣＰＵ１１３に出力する。
【００２１】
　ＣＰＵ１１３は、所定のプログラムを実行することで、観測信号からＳｐＯ２及び脈拍
を算出する。この算出方法については、例えば特許文献１にも記載されているように既知
の技術なので、ここでの説明は省略する。また、ＣＰＵ１１３は、パルスオキシメータ１
００の各部の制御を行う。具体的には、ＣＰＵ１１３は、操作部１１７から入力される操
作信号に基づいて、各種の設定を行う。また、ＣＰＵ１１３は、発光回路１１１の動作制
御、表示部１１５の表示制御、通信部１１６の通信制御などを行う。
【００２２】
　かかる構成に加えて、パルスオキシメータ１００の本体部１１０には、加速度センサ１
１８が設けられている。ＣＰＵ１１３は、加速度センサ１１８の出力に基づいて、被検者
の歩数を算出する。
【００２３】
　パルスオキシメータ１００は、測定したＳｐＯ２、脈拍及び歩数を、通信部１１６によ
ってタブレット端末２００にリアルタイムで送信する。
【００２４】
　タブレット端末２００は、タッチパネル付き液晶表示器からなる表示部２１０を有する
と共に、パルスオキシメータから送信された測定データを受信する無線通信機能を有する
。
【００２５】
　＜測定結果の表示、及び、歩行試験レポートの作成＞
　次に、本実施の形態の歩行試験システムによる測定結果の表示及び歩行試験レポートの
作成について説明する。
【００２６】
　本実施の形態の場合、歩行試験の測定結果の表示及び歩行試験レポートの作成は、タブ
レット端末２００によって行われる。つまり、タブレット端末２００は、歩行試験を行う
ためのアプリケーションソフトウェアに従って、パルスオキシステムメータ１００からの
測定データの受信、表示部２１０への測定結果の表示及びレポートの作成を行うようにな
っている。
【００２７】
　図３は、タブレット端末２００の表示部２１０に表示される時間内歩行試験のメニュー
画面を示す。このメニュー画面は、タブレット端末２００のアプリケーション起動時に表
示される。図３の例の場合、メニューとして、「入力」、「測定」、「結果」、「設定」
の項目が表示され、ユーザ（検査員）によってタップされた項目の処理が実行される。
【００２８】
　ユーザが「入力」の項目をタップすると、図４に示すような入力画面が表示される。図
４の入力画面を用いて被検者情報の入力を行うことができる。被検者情報の入力は、図４
の画面表示時にタブレット端末２００がパルスオキシメータ１００と通信し、パルスオキ
シメータ１００の記憶部１１４に保持されている被検者情報（被検者ＩＤ、氏名、生年月
日、性別、身長、体重）及び設定情報（試験を行う歩行時間、リカバリー（回復）時間、
歩行検出レベル（つまり加速度センサの出力から歩数を求めるときの感度））を取得する
ことで行われる。タブレット端末２００は、身長及び体重よりＢＭＩを計算する。このよ
うに、タブレット端末２００が被検者情報及び設定情報をパルスオキシメータ１００から
取得するようにしたことにより、タブレット端末２００から手入力でこれらの情報を入力
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する場合と比較して、タブレット端末２００とパルスオキシメータ１００との間での、被
検者情報及び設定情報を確実に一致させることができ、入力ミスなどによる不一致を回避
できるようになる。但し、被検者情報及び設定情報は、タブレット端末２００から直接入
力することもできる。また、タブレット端末２００は、外部サーバ（図示せず）と通信す
ることにより、外部サーバのデータベースに格納された被検者一覧情報を取得し、この被
検者一覧情報の中から、ユーザによって入力された被検者ＩＤに基づいて被検者情報を選
択することもできる。また、タブレット端末２００は、図４の入力画面において、「登録
」の項目がタップされると、現在表示されている被検者情報及び設定情報を登録する。「
メニューに戻る」の項目がタップされると、図３のメニュー画面に移行する。「ＯＫ」の
項目がタップされると、図５の測定準備画面に移行する。但し、設定で準備画面がＯＦＦ
に設定されている場合には、図６の安静時画面に移行する。
【００２９】
　図５の準備画面が表示されているとき（測定準備ステージ）において、タブレット端末
２００は、被検者の歩幅や歩行速度などを計算して設定する。また、タブレット端末２０
０は、ユーザが歩行試験に用いられている装置の状態を確認するための波形（歩数波形１
１、脈拍波形１２）を表示する。具体的に説明する。タブレット端末２００は、パルスオ
キシメータ１００から受信した測定データに基づいて、ＳｐＯ２、脈拍（ＰＲ）、歩数の
数値を表示する。また、タブレット端末２００は、「テスト歩行」の項目がタップされる
と、歩数（図の例では２２歩）と歩行時間（図の例では８秒）を表示し、さらにこれらに
基づいて歩幅（図の例では４５ｃｍ）と歩行速度（図の例では１．２５ｍ／ｓ）を算出し
て表示すると共に、この歩幅及び歩行速度を記憶する。さらに、タブレット端末２００は
、歩数波形１１及び脈拍を示す光電脈波波形１２を表示する。歩数波形１１は、歩数がカ
ウントされた位置が山形で示された波形である。脈拍を示す光電脈波波形１２は、パルス
オキシメータ１００により測定された光電脈波波形である。歩数波形１１を表示したこと
により、ユーザは、歩数波形１１に基づいて、歩行検出レベル（感度）の設定が適切であ
るか否かや、パルスオキシメータ１００とタブレット端末２００との間の通信が途切れて
いないか、などを確認できるようになる。つまり、歩行波形１１に出現する山の間隔が例
えば極端に大きかったり、小さかったり、そもそも山が出現しなかったりした場合には、
歩行検出レベルの設定が適切ではないことが原因と考えられるので、ユーザはこれを見て
歩行検出レベルを適切に設定し直すことができる。また、脈拍を示す光電脈波波形１２を
表示したことにより、ユーザは、光電脈波波形１２に基づいて、パルスオキシメータ１０
０のプローブ部１２０が被検者に正しく装着されているか否かや、パルスオキシメータ１
００とタブレット端末２００との間の通信が途切れていないか、などを確認できるように
なる。また、図５の準備画面では、「試験前の薬物治療」の時間や「試験中の酸素吸入」
の有無を入力できる。なお、治療時刻や薬物の種類などを入力できるようにしてもよい。
また、「テスト時間」の変更もできる。「メニューに戻る」の項目がタップされると、図
３のメニュー画面に戻る。「ＯＫ」の項目がタップされると、図６の安静時画面に移行す
る。
【００３０】
　図６の安静時画面が表示されているとき（安静時ステージ）において、タブレット端末
２００は、歩行試験前の安静時のデータを収集して表示する。具体的には、タブレット端
末２００は、パルスオキシメータ１００から受信した測定データに基づいて、ＳｐＯ２、
脈拍、歩数の数値を表示する。実際上、安静時において被検者は歩行していないので歩数
は「０」である。また、タブレット端末２００は、ＳｐＯ２、脈拍、歩数を、横軸が時間
であり縦軸が度数である同一グラフ上に表示する。このグラフにおける現時点に対応する
位置には、マーク（図における三角マーク）が表示される。また、脈拍（ＰＲ）の光電脈
波波形２４も表示される。また、安静時画面においては、ユーザが血圧を入力できるよう
になっている。血圧は、複数回入力可能とされ、最後に入力された血圧が表示される。な
お、血圧は、ユーザによる手動入力の他に、血圧計のデータを無線により受信することで
入力してもよい。また、安静時画面では、「テスト時間」の変更もできる。「スタート」
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の項目がタップされると、図７のテスト中画面に移行し、検査が開始される。また、「準
備」の項目がタップされると、図５の準備画面に戻る。「メニューに戻る」の項目がタッ
プされると、図３のメニュー画面に戻る。
【００３１】
　また、安静時画面には、ボルグスケール画像１３が表示され、ユーザは表示されたボル
グスケール画像１３の中からいずれかのボルグスケールをタップすることで、ボルグスケ
ールを入力できるようになっている。因みに、本実施の形態では、ボルグスケールを用い
ているが、勿論、修正ボルグスケールを用いてもよい。タブレット端末２００は、ボルグ
スケールと修正ボルグスケールのどちらを用いるかを設定により切り換え可能になってい
る。また、「ボルグスケール」の項目をタップすると、図９に示すボルグスケール選択画
面に移行する。つまり、ボルグスケールは、図６の画面からも入力できるが、図９のよう
なボルグスケールを入力するための専用画面からも入力できるようになっている。図９の
ボルグスケール選択画面は、ボルグスケールの説明も表示されているので、歩行試験に不
慣れな検査員及び被検者であっても、容易にボルグスケールを選択できるようになる。
【００３２】
　図７のテスト中画面が表示されているとき（歩行中ステージ）において、タブレット端
末２００は、パルスオキシメータ１００から歩行試験中の測定データをリアルタイムで受
信して表示する。具体的には、タブレット端末２００は、パルスオキシメータ１００から
受信した測定データに基づいて、ＳｐＯ２、脈拍、歩数の数値をリアルタイムで表示する
。また、タブレット端末２００は、ＳｐＯ２、脈拍、歩数を、横軸が時間であり縦軸が度
数である同一グラフに表示する。具体的には、同一グラフ上には、ＳｐＯ２のトレンドグ
ラフ２１と、脈拍のトレンドグラフ２２と、歩数のバーグラフ２３と、が表示される。こ
のグラフにおける現時点に対応する位置には、マーク（図における三角マーク）が表示さ
れる。また、脈拍（ＰＲ）の光電脈波波形２４も表示される。また、「テスト時間」の変
更もできる。また、「中断」又は「休憩」の項目がタップされると、歩行試験を中断又は
休憩できるようになっている。また、「検査中止」の項目がタップされると検査を終了す
る。中断、休憩、中止の確認メッセージを表示及び又は音声出力した後に、検査を中断、
休憩、終了させてもよい。また、テスト中画面には、ボルグスケール画像１３が表示され
、上述したように、ボルグスケール画像１３又は図９の専用画面を用いてボルグスケール
を入力可能となっている。タブレット端末２００は、図７のテスト中画像を表示してから
所定の歩行試験時間（例えば１分おき）で自動的にボルグスケール入力画面（図９）を表
示することで、ボルグスケールの入力を一定時間間隔で促してもよい。また、一定間隔で
ボルグスケールの入力を促すメッセージを表示してもよい。
【００３３】
　図８のリカバリー画面が表示されているとき（リカバリーステージ）において、タブレ
ット端末２００は、パルスオキシメータ１００から被検者のリカバリー中の測定データを
受信して表示する。リカバリーステージとは、被検者が歩行を終了している状態である。
リカバリー画面では、テスト中画面とほぼ同様の画像が表示される。ボルグスケールの入
力も可能とされている。タブレット端末２００は、「終了」の項目がタップされると、又
は、所定のリカバリー時間が経過すると、画面を図１１又は図１２の測定結果画面に自動
的に切り換える。
【００３４】
　因みに、図４の入力画面や、図６の安静時画面、図７のテスト中画面、図８のリカバリ
ー画面が表示されているときに、タブレット端末２００のカメラのシャッタボタン（図示
せず）を操作すると、タブレット端末２００は図１０に示した画像入力画面を表示し、被
検者画像を撮影可能な状態とされる。撮影された被検者の画像は、被検者ＩＤに紐付けさ
れて記録される。
【００３５】
　図１１及び図１２に示すように測定結果画面は、２画面（２ページ）に亘っている。図
１１の画面と図１２の画面との間での画面切り換えは、ユーザによるフリック又はドラッ
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グによって行うことができるようになっている。
【００３６】
　図１１は、測定結果画面のうち、測定履歴表示画面を示す図であり、歩行開始前（安静
時）、歩行中、歩行終了後（リカバリー中）の測定結果の履歴がグラフ表示される。また
、代表値が数値で表示される。実際には、同一ブラフ上に、ＳｐＯ２のトレンドグラフ２
１、脈拍のトレンドグラフ２２、歩数の履歴を示すバーグラフ２３と、ボルグスケールの
履歴（図中の丸付き数字）と、が表示される。図１１の場合の歩数のバーグラフ２３は、
３０秒毎に区切った累積歩数を示す。つまり、今回の３０秒期間での歩数が０の場合には
、今回の３０秒期間のバーグラフは、前の３０秒の期間のバーグラフと同じ高さで表示さ
れる。本実施の形態の場合には、歩数を示すバーグラフ２３に加えて、歩行期間であるか
無歩行期間であるかを示すマークが表示される。実施の形態の場合には、時間軸に沿った
帯状のマークが表示される。図１１の例では、２分３０秒から３分の期間にはマークが表
示されていないので、この期間が無歩行期間であったことが分かる。このように、ＳｐＯ

２及び脈拍のトレンドグラフと共に、歩数の履歴を示すグラフを表示したことにより、Ｓ
ｐＯ２及び脈拍の変化と、歩行との関係をひと目で認識できるようになる。さらに、同一
グラフ上に、ボルグスケールの履歴も表示されるので、ＳｐＯ２及び脈拍の変化と、被検
者の息苦しさとの関係をひと目で認識できるようになる。
【００３７】
　また、図１１の測定結果画面において、タブレット端末２００は、予測歩行距離（図中
の２４２．１ｍ）、実測歩行距離（図中ではブランクとなっており、検査員によって入力
される）、理想予測歩行距離（図中の２５０ｍ）、割合、が表示される。予測歩行距離は
、テスト中にカウントされた実歩数（図中の５３９歩）と、事前のテスト歩行により求め
られた歩幅（図中の４５ｃｍ）とを乗算することにより求めたものである。実測歩行距離
は、検査員が実際に測定し検査員により入力される歩行距離である。理想予測歩行距離（
図中の予測値）は、テスト歩行により求められた歩行速度とテスト時間とを乗算すること
により求めたものである。割合は、理想予測歩行距離（図中の２５０ｍ）を予測歩行距離
（図中の２４２．１ｍ）で割った値である。割合の値は、被検者がテスト中に歩行を止め
た期間がなければほぼ１００％となり、歩行を止めた期間が大きいほど１００％を超えて
大きくなる。この割合は、呼吸リハビリテーションの効果確認の指標の一つとすることが
できる。
【００３８】
　さらに、図１１の測定結果画面においては、酸素濃縮器の酸素流量の履歴を示す酸素流
量画像２５が表示される。これは、被検者が酸素濃縮器を使いながら歩行試験を行うこと
を想定したものである。酸素流量画像２５は、各時間の酸素流量が時間方向に亘って色分
けして表示したものである。図１１の画面において「メニューに戻る」の項目がタップさ
れると、図３のメニュー画面に移行する。
【００３９】
　図１２は、測定結果画面のうち、比較画面を示す図であり、前回と今回の測定結果が比
較できるように表示される。具体的には、前回と今回の、歩数、最小ＳｐＯ２、最大ＰＲ
、ボルグスケール、最高血圧、総歩行距離が数値で表示される。また、横軸を時間とした
グラフ２６上に、歩数が折れ線グラフで表示される。図１２の例では、上側の折れ線グラ
フが今回の測定結果を示し、下側の折線グラフが前回の測定結果を示す。この折れ線グラ
フには、最小ＳｐＯ２及び最大ＰＲの発生位置が矢印で示される。上側の２つの矢印は前
回と今回での最小ＳｐＯ２の発生位置を示し、下側の２つの矢印は前回と今回での最大Ｐ
Ｒの発生位置を示す。また、前回と今回の、歩数、最小ＳｐＯ２、最大ＰＲ、ボルグスケ
ール、最高血圧、総歩行距離がレーダーチャート２７で表示される。外側の線が今回のレ
ーダーチャートであり、内側の線が前回のレーダーチャートである。このように、前回の
測定結果と今回の測定結果を、レーダーチャート２７を用いて表示したことにより、リハ
ビリテーションの効果を包括的に確認できるようになる。なお、数値、折れ線グラフ、矢
印及びレーダーチャートにおいて、前回の測定結果と今回の測定結果は色分けされている
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。これにより、ユーザは、各数値、各折れ線グラフ、各矢印、各レーダーチャートが、前
回の測定結果、或いは、今回の測定結果のどちらを示しているかをひと目で把握できる。
なお、前回の測定結果の表示領域をタップすることで、前回のデータを変更することがで
きる。つまり、前回の測定結果の表示領域をタップすると、タブレット端末２００は記録
している過去の測定結果のうち、同一の被検者ＩＤの測定結果一覧を表示し、ユーザはこ
の測定結果一覧の中から所望の測定結果を比較対象の過去データとして選択できる。図１
２の画面において「メニューに戻る」の項目がタップされると、図３のメニュー画面に移
行する。
【００４０】
　ユーザが、図３のメニュー画面において「結果」の項目をタップすると、タブレット端
末２００は、図１３に示す一覧表画面を表示する。一覧表画面では、タブレット端末２０
０に保存されている結果一覧が表示される。ユーザは、レポートモード、インポートモー
ド、削除モードのいずれかを選択できる。図１３は、レポートモードでの一覧表画面であ
る。レポートモードでは、ユーザが「１」～「１２」のいずれかの項目番号を選択してタ
ップすると、レポート画面（図１４、図１５）が表示される。インポートモードでは、ユ
ーザが項目番号を選択してタップすると、タブレット端末２００は、その項目で示された
被検者に対応する酸素濃縮器と通信を行うことで、安静時からリカバリー終了までの酸素
濃縮器の動作ログを取得することができる。これは、被検者が酸素濃縮器を使いながら歩
行試験を行うことを想定したものであり、インポートの結果は図１１に示した酸素流量画
像２５に反映される。削除モードでは、ユーザが項目番号を選択してタップすると、その
項目で示された被検者の測定結果データを削除できる。
【００４１】
　レポートモードにおいて、例えば「１」の項目番号が選択されタップされると、図１４
及び図１５のレポート画面が表示される。図１４及び図１５のレポート画面は、図１１及
び図１２で説明したのと同様に２画面（２ページ）に亘っており、ユーザによるフリック
又はドラッグによって画面切り換えを行うことができる。また、図１４及び図１５のレポ
ート画面における表示内容も、図１１及び図１２の測定結果画面の表示内容と同様である
。但し、図１４及び図１５のレポート画面では、「プレビュー」の項目が表示され、この
「プレビュー」の項目がユーザによってタップされると、図１６及び図１７に示す印刷プ
レビュー画面が表示される。印刷プレビュー画面には、「印刷実行」の項目が表示され、
この「印刷実行」の項目がタップされると、時間内歩行試験レポートがタブレット端末２
００に有線又は無線により接続されたプリンタによって印刷される。
【００４２】
　因みに、タブレット端末２００は、図１８に示すように、安静時画面（図６）及びリカ
バリー画面（図８）から入力された血圧の一覧画面を表示することもできる。また、タブ
レット端末２００は、図１９に示すように、安静時、歩行試験中、リカバリー中などにタ
ブレット端末２００のカメラで撮像した被検者の画像を、被検者ＩＤに紐付けて表示する
こともできるようになっている。
【００４３】
　以上説明したように、本実施の形態の歩行試験システムによれば、パルスオキシメータ
１００によって、ＳｐＯ２及び脈拍に加えて歩行量を測定し、タブレット端末２００によ
って、ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の情報を受信し、検査期間内におけるＳｐＯ２、脈拍及
び歩行量の履歴を、同一グラフ上に表示するようにしたことにより、時間内歩行試験にか
かる手間を軽減でき、かつ、歩行と関連付けて呼吸リハビリテーションの効果確認をより
分かり易く表示できるようになる。
【００４４】
　また、図７、図８、図１１、図１４、図１５に示したように、ＳｐＯ２、脈拍、歩行量
と同一グラフ上に、ボルグスケールの履歴を表示したことにより、歩行試験中の息苦しさ
によるボルグスケールの上昇と、息苦しさによる患者の立ち止まりの相関関係を表現でき
るようになる。
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【００４５】
　また、図７、図８、図１１、図１４、図１５に示したように、ボルグスケールの履歴を
、ＳｐＯ２、脈拍、歩行量と同一グラフ上の、ボルグスケールの値に対応する高さ位置に
、ボルグスケールの値を示す数字とともに表示したことにより、ボルグスケールがいくつ
であったかをひと目で認識できるようになる。
【００４６】
　また、タブレット端末２００が検査期間内においてボルグスケール選択画面（図９）を
表示し、このボルグスケール選択画面を用いてユーザによって選択されたボルグスケール
を検査期間内に入力して記録するので、ボルグスケールをリアルタイムで容易に記録でき
るようになる。
【００４７】
　このように、本実施の形態によれば、タブレット端末２００にリアルタイムで全て歩行
試験の情報を集約し、試験終了後直ぐにレポートを自動作成するので、検査員の利便性が
向上し、手間が省けるので、検査員はより患者の状況を見ながら試験を実施できるといっ
た利点がある。
【００４８】
　また、手作業で入力しなければならない測定データが格段に少なくなるので、入力ミス
やデータの改ざんによる試験の信頼性の低下を抑制でき、試験の信頼性を高めることがで
きる。
【００４９】
　なお、グラフに表示する歩行量として歩数を用いた場合について述べたが、表示する歩
行量は歩数に限らず、歩行量として歩行速度などを表示してもよい。また、歩行量は必ず
しも実際に歩いた量に限らず、例えばトレッドミルや踏み台昇降による歩行も歩行量とし
て用いることができる。
【００５０】
　また、ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の表示形態は、図７、図８、図１１、図１４、図１５
に示した表示形態に限らず、要は、ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を、同一グラフ上に
表示すればよい。
【００５１】
　さらに、上述の実施の形態では、パルスオキシメータ１００から、ＳｐＯ２、脈拍及び
歩行量の情報を受信し、検査期間内におけるＳｐＯ２、脈拍及び歩行量の履歴を同一グラ
フ上に表示する通信端末として、タブレット端末２００を用いた場合について述べたが、
本発明は、タブレット端末２００に代えて、携帯電話や無線通信機能を有するパソコン等
の他の通信端末によって実施することもできる。また、上述の実施の形態では、ＳｐＯ２

、脈拍及び歩行量の情報を測定する装置としてパルスオキシメータ１００を用いた場合に
ついて述べたが、パルスオキシメータ１００に限らず、要は、ＳｐＯ２、脈拍及び歩行量
の情報を測定できる生体情報測定装置を用いればよい。さらに、生体情報測定装置によっ
てＳｐＯ２、脈拍及び歩行量のための元データのみを測定し、通信端末によって、ＳｐＯ

２、脈拍及び歩行量の最終的な値を計算により求めてもよい。
【００５２】
　さらに、実施の形態のパラメータに加えて、被検者の呼吸数を測定しその履歴を、Ｓｐ
Ｏ２、脈拍及び歩行量の履歴と同一グラフ上に表示してもよい。このようにすれば、呼吸
リハビリテーションの状況をより明確に確認できるようになる。
【００５３】
　上述の実施の形態は、本発明を実施するにあたっての具体化の一例を示したものに過ぎ
ず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないものである。す
なわち、本発明はその要旨、またはその主要な特徴から逸脱することなく、様々な形で実
施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
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　本発明は、呼吸リハビリテーションの効果確認テストに用いることができる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　歩行試験システム
　１１　歩数波形
　１２、２４　脈拍波形（光電脈波波形）
　１３　ボルグスケール画像
　２１　ＳｐＯ２のトレンドグラフ
　２２　脈拍のトレンドグラフ
　２３　歩数のバーグラフ
　２５　酸素流量画像
　２７　レーダーチャート
　１００　パルスオキシメータ
　１１０　本体部
　１１１　発光回路
　１１２　受光回路
　１１３　ＣＰＵ
　１１４　記憶部
　１１５　表示部
　１１６　通信部
　１１７　操作部
　１１８　加速度センサ
　１２０　プローブ部
　１２１　発光部
　１２２　受光部
　１３０　ケーブル
　２００　タブレット端末
　２１０　表示部
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